
第５回ものづくり日本大賞
　
製
造
業
の
復
活
な
く
し
て
、
日
本
再
興
は
果
た
せ
な

い
。
安
倍
晋
三
政
権
の
掲
げ
る
成
長
戦
略
「
日
本
再
興

戦
略
」
の
柱
も
ま
た
製
造
業
を
筆
頭
に
、
国
内
企
業
が

活
躍
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
あ
る
。
し
か
し
、
世
界

市
場
で
の
競
争
激
化
だ
け
で
な
く
、
為
替
の
円
安
進
行

に
よ
る
燃
料
・
原
材
料
高
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
登
場
な

ど
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
日

々
変
化
し
て
い
る
。
第
５
回
「
も
の
づ
く
り
日
本
大

賞
」
の
受
賞
者
に
は
、
そ
う
い
っ
た
構
造
変
化
に
、
い

ち
早
く
対
応
し
た
企
業
が
並
ぶ
。
経
済
産
業
省
製
造
産

業
局
も
の
づ
く
り
政
策
審
議
室
長
の
平
塚
敦
之
氏
に
製

造
業
の
重
要
性
な
ど
を
聞
い
た
。

インタビュー 平塚　敦之氏経済産業省製造産業局ものづくり政策審議室長

国
際
競
争
力
高
め
る
工
夫
を

　
―
製
造
業
の
構
造
変
化
に
伴

い
、
「
も
の
づ
く
り
日
本
大

賞
」
の
受
賞
者
や
受
賞
理
由
も

従
来
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
を
表
彰
す
る

制
度
の
な
か
で
、
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
与
え
る
最
高
の
賞
だ
。

た
だ
、
賞
自
体
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
製
造
業
の
競
争
環
境

の
変
化
が
あ
る
。
技
術
的
に
優

れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
モ

ノ
づ
く
り
を
評
価
で
き
な
い
状

況
だ
。
そ
の
な
か
で
、
わ
が
国

の
重
要
課
題
を
ど
う
解
決
し
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
日
本
の
産

業
界
の
国
際
競
争
力
維
持
・
発

展
に
い
か
に
貢
献
し
て
い
る
の

か
を
見
な
が
ら
表
彰
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
生
産
現
場
の
技

術
革
新
か
ら
社
会
課
題
の
解

決
、
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
技
術
に
優
れ

て
い
る
か
ら
良
い
わ
け
で
は
な

く
、
市
場
へ
の
着
眼
点
や
効
率

的
な
生
産
方
法
ま
で
対
象
だ
」

　
―
国
内
製
造
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
具
体
的
に
ど
う
変
化
し

て
い
ま
す
か
。

　
「
構
造
的
な
変
化
と
呼
ぶ
べ

き
も
の
で
、
最
終
製
品
を
売
る

こ
と
だ
け
で
稼
が
な
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。
製

品
の
設
計
や
製
造
工
程
全
体
を

見
て
、
ど
こ
で
価
値
が
生
ま
れ

る
か
を
考
え
る
べ
き
だ
。
製
品

の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
を

俯
瞰
し
て
、
高
付
加
価
値
な
モ

ふ
か
ん

ノ
づ
く
り
を
実
現
す
る
仕
組
み

が
大
事
。
技
術
面
だ
け
で
は
な

く
、
視
野
の
広
い
モ
ノ
づ
く
り

が
必
要
に
な
る
」

　
―
環
境
は
変
化
し
て
も
、
製

造
業
の
重
要
性
に
は
議
論
の
余

地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
ま
ず
日
本
は
、
貿
易
赤
字

が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
電

力
問
題
に
よ
り
化
石
燃
料
の
輸

入
が
増
え
た
た
め
だ
が
、
経
常

収
支
が
赤
字
に
な
れ
ば
国
の
財

政
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
貿

易
収
支
を
ど
う
稼
ぐ
か
、
最
終

的
に
経
常
収
支
を
い
か
に
黒
字

に
す
る
か
が
カ
ギ
だ
。
輸
出
の

％
を
占
め
る
製
造
業
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。
す

そ
野
が
広
く
、
あ
る
程
度
の
給

料
を
も
ら
え
る
質
の
高
い
雇
用

も
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
役

割
を
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
・
介
護

産
業
で
担
う
の
は
簡
単
で
は
な

い
」

　
―
今
後
の
モ
ノ
づ
く
り
支
援

政
策
の
方
向
性
は
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
が
活

性
化
し
、
働
く
人
た
ち
が
元
気

に
な
る
よ
う
な
政
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。
設
備
投
資
支
援
の

減
税
措
置
な
ど
は
政
府
の
成
長

戦
略
に
盛
り
込
ん
で
お
り
、
産

業
競
争
力
強
化
法
の
支
援
措
置

や
規
制
緩
和
な
ど
で
モ
ノ
づ
く

り
産
業
を
し
っ
か
り
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う

と
し
て
い
る
。
技
術
だ
け
で
は

な
い
モ
ノ
づ
く
り
は
中
期
的
な

課
題
で
、
今
ま
で
と
違
う
人
材

育
成
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援

に
よ
っ
て
国
際
競
争
力
を
高
め

る
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
」

　
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
は
製
造
・
生
産
現
場
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
中
堅
人
材
や
、
伝
統
的
・
文
化
的

な

技

を
支
え
て
き
た
熟
練
人
材
、
今
後
を
担
う
若
年
人
材
な
ど
、

モ
ノ
づ
く
り

に
携
わ
っ
て
い
る
各

世
代
の
人
材
の
う
ち
、
特
に
優
秀
だ
と
認
め
ら
れ
る
人
材
を
顕
彰
す
る
制
度
。
２
０
０
５
年
に
内
閣
総
理
大
臣

表
彰
と
し
て
創
設
。
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働
省
、
文
部
科
学
省
の
４
省
が
連
携
し
て
、
２
年

に
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

各
世
代
の
優
秀
な
人
材
を
顕
彰
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
件

安倍首相 から表彰を受ける畠ジャパン
・ティッシュ・エンジニアリング常務

受賞者から受賞製品の説明を受
ける安倍首相や茂木経済産業相

「
経
済
を
引
っ
張
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
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今
回
で
５
回
目
と
な
る

「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

は
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
富

士
フ
イ
ル
ム
や
ワ
イ
エ
ス
ピ

ー

福
岡
県
飯
塚
市

、
ク

ロ
ス
エ
フ
ェ
ク
ト

京
都
市

伏
見
区

、
経
済
産
業
大
臣

賞
に
マ
ツ
ダ
や
ア
ベ
ル

大

阪
府
八
尾
市

な
ど
合
計

件
・
３
９
５
人
が
選
ば
れ

た
。
内
訳
は
内
閣
総
理
大
臣

賞
が

件

人

、
経
済

産
業
大
臣
賞
が

件

人
、
１
団
体

、
特
別
賞
が

件

人

、
優
秀
賞
が

件

１
６
８
人

。

　
今
回
の
受
賞
者
チ
ー
ム
と

企
業
は
、
国
内
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
を
巻
き
込
ん
で
製
品
の
付

加
価
値
を
引
き
出
し
、
独
自

の
加
工
技
術
を
持
つ
中
小
企

業
が
下
請
け
か
ら
メ
ー
カ
ー

に
転
身
す
る
と
い
っ
た
、
新

た
な
分
野
や
技
術
を
切
り
開

く
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
力
強

さ
が
高
く
評
価
さ
れ
た
ケ
ー

ス
が
目
立
っ
た
。
例
え
ば
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

ク
ロ
ス
エ
フ
ェ
ク
ト
の
チ
ー

ム
は
、
１
点
生
産
に
強
い
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
特
徴
を
生

か
し
、
患
者
の
手
術
方
針
な

ど
を
事
前
に
検
討
で
き
る

「
心
臓
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」

を
開
発
し
た
。

　
同
じ
内
閣
総
理
大
臣
賞
の

ツ
キ
オ
カ
フ
ィ
ル
ム
製
薬

岐
阜
県
各
務
原
市

は
、

社
業
の
薄
膜
技
術
を
基
盤

に
、
全
く
異
質
で
高
度
な
製

剤
分
野
を
確
立
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
。

　
政
府
は
安
倍
晋
三
首
相
が

出
席
し
て
９
月

日
、
首
相

官
邸
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を

授
与
す
る
表
彰
式
を
行
っ

た
。
会
場
で
は
自
家
培
養
軟

骨
ジ
ャ
ッ
ク
の
製
品
化
と
い

う
、
わ
が
国
初
の
独
自
の
再

生
医
療
製
品
を
開
発
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
、
ジ
ャ
パ
ン

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ

愛
知
県
蒲
郡

市

の
畠
賢
一
郎
常
務
ら

が
、
安
倍
首
相
か
ら
表
彰
状

を
受
け
取
っ
た
。
表
彰
式
で

安
倍
首
相
は
「
安
倍
政
権
の

最
重
要
課
題
は
、
経
済
の
再

生
。
そ
の
経
済
を
支
え
て
い

る
の
が

モ
ノ
づ
く
り
の

力

。
皆
さ
ん
は
日
本
経
済

を
引
っ
張
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
、
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
て
、
今

後
の
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を

支
え
る
受
賞
者
ら
に
対
し
力

強
く
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
表
彰
式
当
日
首
相
官
邸
に

は
、
受
賞
企
業
の
う
ち
２
社

の
製
品
サ
ン
プ
ル
が
展
示
さ

れ
た
。
具
体
的
に
は
、
中
小

企
業
が
付
加
価
値
の
高
い
医

療
分
野
に
進
出
し
た
事
例
と

し
て
、
患
者
の
手
術
方
針
な

ど
を
事
前
に
検
討
で
き
る
ク

ロ
ス
エ
フ
ェ
ク
ト
の
「
心
臓

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
が
会
場

に
置
か
れ
て
、
出
席
者
か
ら

の
質
問
が
相
次
い
だ
。

　
ま
た
大
手
企
業
を
代
表
し

て
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
が
製
品

を
展
示
。
地
球
温
暖
化
へ
の

対
応
と
日
本
で
の
モ
ノ
づ
く

り
競
争
強
化
に
役
立
つ
と
い

う
、
日
本
企
業
が
抱
え
る
二

つ
の
難
し
い
課
題
の
同
時
解

決
を
、
次
世
代
省
エ
ネ
冷
媒

Ｈ
Ｆ
Ｃ
３
２

を
採
用
す

る
こ
と
で
ク
リ
ア
し
た
同
社

の
エ
ア
コ
ン
部
材
が
披
露
さ

れ
た
。

　
安
倍
首
相
は
製
品
サ
ン
プ

ル
が
置
か
れ
た
会
場
を
、
茂

木
経
済
産
業
相
ら
と
回
り
、

受
賞
者
ら
の
説
明
に
「

こ

の
技
術
は

ま
ね
さ
れ
な
い

で
す
か
」
と
質
問
す
る
な
ど

高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

　
他
に
も
今
回
の
も
の
づ
く

り
日
本
大
賞
で
の
受
賞
者
を

見
る
と
、
富
士
フ
イ
ル
ム
の

佐
々
木
格
氏
ら
７
人
は
、
液

晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
世
界
的

普
及
を
支
え
た
光
学
フ
ィ
ル

ム
の
高
度
生
産
プ
ロ
セ
ス
の

開
発
。
ワ
イ
エ
ス
ピ
ー
の
新

開
節
夫
氏
ら
６
人
は
、
業
界

最
短
の
製
造
時
間
で
高
品
質

の
豆
乳
製
造
を
実
現
し
た
。

ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

熊
本
県
菊
陽
町

の
門
村

新
吾
氏
ら
７
人
は
世
界
初
、

裏
面
照
射
型
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
イ
メ

ー
ジ
セ
ン
サ
ー
の
開
発
と
量

産
化
に
成
功
し
た
。

　
旭
イ
ノ
ベ
ッ
ク
ス

札
幌

市
清
田
区

の
立
崎
裕
康
氏

ら
６
人
は
、
洪
水
か
ら
人
を

守
る
無
動
力
自
動
開
閉
樋
門

ゲ
ー
ト
オ
ー
ト
ゲ
ー
ト
を

開
発
。
ツ
キ
オ
カ
フ
ィ
ル
ム

製
薬
岐
阜
県
各
務
原
市
の

月
岡
忠
夫
氏
と
西
村
美
佐
夫

氏
は
伝
統
的
箔
押
印
刷
技
術

を
応
用
し
、
装
飾
性
や
医
薬

用
途
に
優
れ
る
高
機
能
フ
ィ

ル
ム
製
品
群
を
開
発
し
た
こ

と
が
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
。

　
ま
た
建
設
分
野
か
ら
は
大

成
建
設
の
市
原
英
樹
氏
と
萱

嶋
誠
氏
が
、
環
境
に
配
慮
し

た
１
０
０

以
上
の
閉
鎖
型

超
高
層
ビ
ル
の
解
体
工
法

「
テ
コ
レ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」

で
受
賞
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム

は
、

近
隣
へ
の
安
全
・
安

心

地
球
環
境
へ
の
配
慮

解
体
工
事
の
効
率
化
―
な
ど

を
一
挙
に
解
決
し
た
も
の

で
、
旧
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
赤
坂
の
解
体
現
場
に

適
用
さ
れ
た
。


